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定数 e 及び i を、1=E 及び 1=I と比例の関係になるようにお
いた。本研究では最適化手法によって求めた Null-cline の式を
数理モデルに代入することで、より最適な時定数  を求めた。
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得られた式を以下の数理モデル (式 (1), (4)) に代入し、そこ












(I   Fe(E)) (1)
Fe(E) = 11:0606x=(0:7225 + x) (2)









Fi(I) =  0:0074x2 + 0:1545x+ 1:2553 (5)
i = 50 exp( 1:5I) + 5 (6) 
Time
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